
様々な異なる接種方法のプロトコールの提案

以下は、メンブランフィルター法、混釈法、および塗抹法による製品の水和および使用のための推奨プロト
コールです。このプロトコールは、50〜200 CFU / 1ml（メンブランフィルター法、混釈法、塗抹法） もしく
は 0.1ml（塗抹法）の接種濃度を使用しますが、研究室のSOPに応じて他の接種濃度を使用することが
できます。湿った培地に接種すると、コロニーが凝集したり広がったりすることがあります。最良の結果を得るに
は、接種前に培地を乾燥させてください。開始するには、まずペレットを水和させます。

冷蔵保管庫から
凍結乾燥ペレット
を含むホイルポー
チを1つ取り出し
ます。 未開封の
ポーチを室温に平
衡化させます
（約30分）。

再水和のために
滅菌水10mlもし
くは1mlを準備し
ます。

ホイルポーチを引き裂き、凍
結乾燥ペレットを含むバイア
ルを取り出します。

ペレットが完全に
溶解し懸濁液が
均一になるまで、
水和物をボルテッ
クスします。

ペレットバイアルから
キャップを取り外します。
ペレット1を10mlもしく
は1mlの滅菌水に入れ
ます。R2A培地で1ml
もしくは0.1mlあたり
50-200 CFUのチャレ
ンジ濃度を得るには、ペ
レットを1つだけ使用し
てください。滅菌水の蓋
はすぐにしめてください。

メンブランフィルター法

メンブランフィルターの場合は、
ステップ④で10mlに溶解してく
ださい。
滅菌ピペットを使用して、ステッ
プ⑤の水和物懸濁液から1ml
を滅菌水100 mlに移します。
混合します。

プロトコールに従って
メンブランフィルター法
を実行します。

フィルターをR2A寒天プレートに移
し、SOPに従って培養します。R2A
培地で50-200CFUを復元します。

混釈法

塗抹法

寒天が固まったら、プレートをひっくり返して培養
します。R2A培地で50-200 CFUを復元します。

交互に回転させてペトリ皿を静かに旋回させるこ
とにより、寒天全体で微生物を完全に混合しま
す。

SOPに従って、12〜
20 mlの溶融寒天を
接種材料に注ぎます。

混釈法の場合は、ス
テップ④で10mlに
溶解してください。
滅菌済みピペットを
使用して、水和懸濁
液から空のペトリ皿
の底に1mlを移しま
す。

滅菌済みのピペットを
使用して、0.1ｍlもしく
は1.0 mlの水和懸濁
液をR2A培地に移し
ます。 懸濁液を均等
に広げてインキュベート
します。R2A培地で
50-200 CFUを復元
します。


